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相模湾から初記録のシラヌイハゼ

Silhouetteαdotui (TAKAGI), （魚類：ハゼ科）

林公義・工藤孝浩

Masayoshi HAYASHI and Takahiro KUDO . A new 

Record of Silhouetteαdotui (TAKAGI) from Sagami 
Bay, (Pisces: Go biidae) 

神奈川県平塚市 ・茅ヶ崎市・ 藤沢市 ・鎌倉市沖合い

の相模湾から，ハゼ科シラヌイハゼ属の 1種シラヌイ

ハゼSilhouetteαdotui(TAKAGI）が45個体採集され

た。従来，本種は青森県 ・新潟県＊ ・福岡県の日本海

側と長崎県の有明海からの分布記録があるにすぎず，

稀種とされている （明仁親王他，1988〕。 本種の相模湾

における分布は初記録となるので報告する。また近年

愛媛県宇和郡室手の沖合いでも本種が採集されており，

本報の比較標本として検討する機会を得た。

標本の計数 ・計測方法は明仁親王他 (1988）に従い，

本種の原記載（TAKAGJ,1957）にある完模式 ・副模式

標本もあわせて計測した。

本稿を進めるにあたり，標本を採集 ・寄贈いただい

た神奈川県水産試験場の中村良成技師，標本の計測や

文献の提供に便宜を与えていただいた宮内庁赤坂御所

魚類研究室の坂本勝一 ・岩田明久・池田祐二総理府技

官に対し深謝する。

シラヌイハゼ

Silhouetteαdotui (T AKAGJ) '1957 

（図 la,b,c) 

材料

YCM P （横須賀市自然博物館魚類資料） 28873-1,2, 

2個体，（雄），体長 41.2～42.8mm,1991年 7月24日，

神奈川県茅ヶ崎市沖，水深15m，底曳網，中村良成採集。

採集時の状況本標本は，神奈川県水産試験場が相模

湾で実施している試験操業時 (19tの調査船）に底曳

網 （網口の幅2m，高さ30cm，網の目合い5mmの桁

網〕で漁獲されたものに混獲されていた。曳網は平均

＊本間他 (1972）によれば，新潟県境に近い山形県鶴

岡市加茂町の沖合いが採集地である。

速度2ノッ トで， 10分間行った。この調査は1991年7

月24日から1992年9月28日までの聞に8回実施され，

平塚市沖（相模川河口西岸） ・茅ヶ崎市沖 （茅ヶ崎漁

港西） ・藤沢市沖（辻堂団地前〉 ・鎌倉市沖（由比が

浜前〕の4地点で，各地点ごとに5・10・15mの3水深

帯で1日合計11回の曳網が行われた。2個体の標本が

採集されたあとにも，調査期間中に各調査地点から総

数で45個体（体長範囲は40～50mm）のシラヌイハゼ

が採集された （表1参照）。

比較標本 LIAIP（宮内庁赤坂御所魚類研究室）未

登録，完模式標本，（雄），体長 29.7rnrn,1951年 B月17

日，佐賀県六角川（有明海），道津喜衛採集， LIAIP未

登録，高lj模式標本， 1個体，（雌），体長35.lrnm，採集記

録は同前； LIAIP1980211,1個体，（雄），体長30.lrnm,

1980年8月21日，青森県西津軽郡車力村沖，水深15m,

桁曳網，青森県水産試験場採集， LIAIP1980213-2, 1 

個体，（雌），体長36.7rnm, 1980年9月l日，青森県西津

軽郡車力村沖，水深5m，桁曳網，青森県水産試験場採

集， LIAIP1985486,1個体，（雌），体長34.1mm, 1985 

年7月，新潟県柏崎市沖，水深10～30m，佐藤光昭採集，

LIAIP1992250 3,4, 2個体，（雌），体長26.3～27.2mm,

1992年5月2日，愛媛県南宇和郡御荘町室手沖，水深2

m，手網，大西信弘採集。

計数計測値 （表2参照）

背鰭6稼一 l練10軟条 （比較標本。 6練ー1練10～11軟

条），磐鰭1練12軟条 (1赫12軟条），胸鰭16～17軟条

(15～17軟条），腹鰭1車車5軟条，尾鰭分校軟条数7+6～

7=13～14，縦列鱗数26(25～27），横列鱗数 8(8）。

鯨杷数2～3+1+10～11=13～15 (2+1+10=13）。 背

鰭担鰭骨の挿入位置は3/IIII I I 0/9。脊椎骨数10

+15+1=26。
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図1 シラヌイハゼ Silhouetteαdotui, YCM P28873-1, 
雄，体長42.Smm.a側面， b背面， c腹面

表l 調査地点，調査日別シラヌイナゼ採集個体数

調査地点 平塚市沖 茅ケ崎市神 藤沢市神 鎌倉市神

水 深 5m !Om 15m 511 10血 15阻 5皿 !Om 1511 5m lOm 15m 

1991. 7. 24 。。。。。2 。*1 。* 1 。
1991. 8. 28 。。。。。。 。。。 。。
1991. 10. 24 。1 1 1 。1 1 。。 。。
1991. 11. 26 。1 2 。。。 1 2 。 。。
1992. 5. 23 1 3 。。2 。 1 3 4 。。
1992. 6. 22 。。3 3 。。 。1 。 。。
1992. 7. 29 。。。。。。 3 2 1 。。
1992. 9. 28 。。。。。。 。2 。 1 。
メロミ 計 1 5 6 4 2 3 6 1 1 5 2 。
＊ 調査は1991年7月25日に実施 ， 一 鎌倉市沖15m水深帯では曳網せず
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表2. シラヌイハゼの外部形質の計調lj値

標本番号 完模式 富l限式 LIA JP LIAIP LIAIP 
標本 標本 1980211 1980213-2 1985486 

文 献
年 号
採集地
性 J.llj 

背 鰭
轡 鰭
胸 鰭
縦列鱗数
横列鱗数
惚紀数

全 長
体 長

体高
頭長
眼径
両眼間隔
吻長
上顎長
背鰭線長制
腹路長
胸鰭長
尾柄長
尾柄 高

TAKAGI TAKAGI 塩垣
(1957) (1957) (1982) 
佐賀県 佐賀県 青森県
合 ♀ 宮

VJ-I.10 VJ-I.10 VJ-I.10 
I. 12 I.12 1.12 
16 17 16 
26 25 26 
8 8 8 
2+1+10 

36.9 35.1 45. 7 
29. 7 28.9 37. 7 

4.2(14.1)米4.1(14.2) 5. 0(13. 3) 
9. 4(31. 6) 8. 0(27. 7) 10. 5(27. 9) 
2.4( 8.1) 2.0( 6.9) 2.2( 5.8) 
0.4( 1.3) 0.4( 1.4) 0.5( 1.3) 
1.5(5.1) 1.3(4.5) 2.1(5.6) 
3. 0(10.1) 2. 7( 9. 3) 3. 6( 9. 5) 
5.4(18.2) 4.5(15.6) 6.3(16.7) 
7.8(26.3) 7.1(24.6) 8. 7(23.1) 
7. 6(25. 6) 6. 9(23. 9) 8. 2(21. 8) 
4. 4(14. 8) 4. 2(14. 5) 5. 8(15. 4) 
2. 7( 9.1) 2. 6( 9. 0) 3. 3( 8. 8) 

塩垣
(1982) 
青森県
♀ 

VJ-I.10 
I.12 
16 
26 
8 

43. 7 
36. 7 

5.2(14.2) 
9. 5(25. 9) 
2.2( 5.9) 
0.5( 1.4) 
l. 9( 5. 2) 
3.6( 9.8) 
5. 9(16.1) 
9. 2(25.1) 
8. 8(24. 0) 
5. 4(14. 7) 
3.1(8.4) 

米体長lこ対する百分比； 柑第1背鰭の最長線条長

体長に対する百分率は，全長122.6～123.5%，以下

新潟県
♀ 

VI-I.10 
I. 12 
17 
'l'f 
8 

41.8 
34.1 

4. 6(13. 5) 
9. 2(26. 9) 
2.2( 6.5) 
0. 4( I. 2) 
1.5( 4.4) 
2.8( 8.2) 
5. 5(16.1) 
8.7(25.5) 
7. 4(21. 7) 
4. 8(14.1) 
2.5( 7.3) 

LJAJP LIAIP YCM-P YCM-P 
1992250-4 1992250-3 28873-1 28873-2 

愛媛県
早

Vト［，10 
I.12 
15 
26 
8 

33.0 
27.2 

3.9(14.3) 
8. 0(29. 4) 
2.1( 7.7) 
0.3( 1.1) 
1.4( 5.1) 
2.4( 8.8) 
4.1(15.1) 
6. 8(25. 0) 
6. 6(24. 3) 
4. 2(15. 4) 
2.5( 9.2) 

愛媛県 神奈川県 神奈川県
♀ 合 合

VJ-1,10 VJ-I.10 VJ-I.10 
I.12 l.12 I.12 
15 17 16 
26 26 26 
8 8 8 
2+1+10 3+ 1+11 

32. 7 52.9 50.5 
26.3 42.8 41. 2 

3.8(14.4) 6.4(14.9) 5.9(14.3) 
7. 7(29. 3) 11. 3(26. 4) 10. 8(26. 2) 
2.0( 7.6) 2.8( 6.5) 2.6( 6.3) 
0.4( 1.5) 0.6( 1.4) 0.5( 1.2) 
1.4( 5.3) 2.3( 5.4) 2.4( 5.8) 
2.5( 9.5) 3. 7( 8.6) 3. 7( 8.9) 
3.2(12.2) 6.5(15.2) 6.104.8) 
6. 7(25. 5) 9. 8(22. 9) 9. 7(23. 5) 
5. 7(21. 7) 9. 7(22. 7) 8. 9(21. 6) 
3.9(14.8) 6.6(15.4) 5.9(14.3) 
2.6( 9.9) 3.5( 8.2) 3.4( 8.3) 

備考

同様，頭長26.2～26.4（比較標本値： 25.9～31.6），吻 シラヌイハゼは， TAKAG1(1957）により有明海（佐

端 ・背鰭起部間距離30.8～33.0，吻端 ・啓鰭起部間距 賀県六角川の汽水域）を模式産地と して Cteno 

離48.8～49.8，尾柄長14.3～15.4(14.1～16.6），体高 gobius GILL (1958）属の1新種として記載された。

14.3～14.9 (13.5～14.9）。頭長に対する百分率は，眼 TAKAGI (1957）は Ctenogobius• Rhinogobius・

径24.1～24.8(23.2～26.3），吻長20.4～22.2(16.0～ Acentrogobiusの3属の頭部感覚管系を検討し，前

22.1），上顎長32.7～34.3(30.1～37.9）。尾柄長に対 眼肩甲管の開孔状態と両眼間隔の特徴からシラヌイハ

する尾柄高の百分率は53.0～57.6(52.1～66.7）。 ゼをCtenogobius属に置いた。 明仁親王他 (1988)

体 色 の初版(1984年版〉で，著者のひとり吉野は本種の属名

固定直後の体色（YCM-P28873い雄）は，頭部・ をCtenogobiusから SilhouetteaSMITH,1959に変更

背部と体側が淡褐色で，腹部は淡灰色。狭部と胸鰭か し，シラヌイハゼ属を提唱した。本属は主に熱帯イン

ら腹鰭基部にかけては淡黄色。頭部全体に小さな暗褐 ド一太平洋に分布するとされ，LARSONand MILLER 

色色素胞が多く散在する。背部から体側にある鱗の外 (1986）や MILLER(1987）によれば約8種が知られ

縁付近にも暗褐色色素胞が横列状にあり，全体として ている。日本沿岸に分布するシラヌイハゼ属は3種で，

波状模様となる。各鰭は淡灰色でやや不透明。瞥鰭は 本種を除き他の2種は琉球列島以南に分布する。

鰭膜の下3分の2が暗褐色。 背・ 尾 ・啓鰭の外縁はわ 主に内湾や汽水域の浅瀬（干潟にもみられる）の砂

ずかに白色。背鰭各鰭条の基底付近には暗褐色斑が2 底に生息しており，道津 (1958）によれば佐賀県（有

～3個あり，それぞれが細L、縦列状に並ぶ。特に第l 明海）では干潟上の水深10～20cm位の潮だまり内で，

背鰭の第l練と第2背鰭軟条では顕著である。胸鰭基 福岡県沿岸では水深5～lQmの砂底から底曳網によっ

部は全体に暗色で，その外側は三日月状に淡黄色であ て採集されている。 山形県の加茂沖 （本間他，1972)

る。 では水深27mの砂泥地から採集されているが， 比較標
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本や相模湾での生息、水深もあわせて検討すると，本種

の生息深度は 1～30m付近までと幅があり，底質は主

に砂地であることがわかる。シラヌイハゼの生態と生

活史については道津 (1958）に詳細な報告がある。

外部形態の特徴についてはTAKAGJ (1957）の原記

載や明仁親王他 (1988；吉野留夫担当〕と一致した。

従来横列鱗数については7枚と記載されているが，模

式標本も含めて今回再計測した全ての標本では8枚で

あった（MILLER,1988によれば横列鱗数は7～9枚）。

また鯨杷数は， 2個体の中でも2～3+1+10～11=13

～15と変異がみられた（掛莫式標本では2+1+10二 13）。

道津 (1958）は，本種の二次性徴として泌尿生殖孔突

起の形状の差をあけ、ているが，今回計測した形質の中

では上顎長にも雌雄差（雄のほうが雌より長しつが認

められた（表2参照）。
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